




































































































































































































































































































下「金銭出入i臨む A) と，大正 4年2丹1日から
i可年9)~ 2 aまでの[金銭出入1長J(以下「金銭










ているので，差し引き O円となる D 返済金は図の
項告においては「貸金返還」とし立て替え金は
「その他・不明」の中に含めt:.o また，分析を行っ



















o 500 1，000 1，500 2，000 2，500 :3，000 :3，500 4，000 
包家賃図地代図地代・家重包貸金返済問借金白贈与 ei厩舎図作物毘株主配当金臼土地売却 Bその他


























































































































ている D その差は約 7倍であり ，その聞にも 8何
50銭， 13円， 19円50銭等と様々な家賃の借家があ










将牧野清人のことである o 1金銭出入1I長JA が対
象とする時期の永嶋家の貸家の中でももっとも家
- 7ー
第l表 大正 3~5 年(l914~16)における永1鳥家の借家経営
氏名 居住地 i り
支払状況 (Pi)
lril考
5 rl 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月 1 fl 2月
11.500 
牧野氏 23.0∞ (l日) 23.000 23.000 23.000 23.0∞ 23.000 東京湾要議官]
23.000 (30日) (27日) (26日) (2713 ) (27臼) 令官牧野清人
(29日)
務生氏 22.000 22∞o 22.000 22.000 22.000 22.000 22.000 22.000 22.000 海軍機関学校
(22日) (22日) (23日) (23日) (2413 ) (27日) (26日) (23日) 副官若生繁吉
l末野 大滝11fT 19.500 39∞o 19.500 19.500 19.500 19.500 19.500 (30日) (20日) (6 Iヨ) ( 8日) ( 7臼) (30日)
13.800 
宮下氏 19.000 
(211ヨ) 19.000 19.000 19.000 19.000 19.000 19.000 
















12.570 13.000 13.000 13.000 13.000 (61ヨ) 13.000 
(28日) (4日) ( 5日) 01ヨ) (7日) 13.000 ( 2日)
(23日)
野村 {I'木|王| 8.500 
8.500 8.500 
( 8臼) 041"1 ) 
本1:1石放 8.500 
8.500 8.500 8.500 8.500 8.500 8.500 8.500 8.500 
( 2日) (21ヨ) (313) ( 2臼) ( 1 :1) ( 3日) (31日) ( 2日)
と山や ~Ü木 11:1 7.500 2.500 
(9 1:1) 







任1Iお 柏木任l 6.000 6.∞o 6.0∞ ( 1 "1) 6.000 6.926 
(301ヨ) (21ヨ) 6.000 ( 2日) (2113 ) 
(311ヨ)
3.000 
川i二i茂吉 3.000 3.∞o 3.000 3.000 3.0∞ 3.000 ( 2日) 3齢000
(91ヨ) ( 7臼) ( 2臼) (71ヨ) 00臼) 3.000 (3113 ) 
(301ヨ)
J制I:JEEI 3.000 
3.000 3∞o 3.000 3.000 3.000 
(26日) (25日) (211ヨ) (23日) (271ヨ)
IE太郎 柏木田
15.000 13.305 






























































































第2表 大正 3~5 年(l914~16)における永1持家の培地経営
1ヶ月当り氏名 所在地 地代(刊) 5月










I-U本小松 米がi兵 19.680 






































4.120 ( 2日) 4.120 
( 6日) 4.120 (21日)
(31日)
17.500 




































• : 5人 ¥--， 
l ) 勺 1
市拙rHW-¥ 、 j γ 
※純!濁外 東京市(1玄不明)3人 '¥ノ也、 d 久里浜村¥
淡械リil(市町村不明人 ¥i 















































Ii~数!司39irHぇj兵制約数寸制;会社横須賀食1r6"m"場取締役会長(jciE 6 iト) I第三海畿の冠!isしにも携わる




























































これ らの I~I 表から まず l明治34~ 大正 9 年




i大に明治38ilミ (1905) 4 月 ~39if. 3月と， 39 
年 7 月 ~40年 (1907) 3月， 40年1O~12月にかけ













採掘は請負人の負日で行われ(第4条)， 1 ~ 3切
(75~225kg) の大石と 1/4~ 1 切(l9~75kg) の
- 13-
















































iヨ時 71<感護量若手偽 日時 許証後建設状況 永島築工事繍主主







|ー白川~ 事震工 10-12 










4-6 6 J:昔日 工場竣工 .J二郎工事務工
7-9 8ケーソン掬1，J 襲撃
























1470~-46 9 2 
12.カノン砲折芥l
rムI 1-3 4.ll~荷 ;創ゆ工事
























































⑤日 iíll焚 I!lTJË7K陵1Jí 1l'ì宮山より架石刻架を切出し官船へ積込み第三海盤にて紋捨/築城郡機{i'~質文部長


































































































































① @ ③ @ (主) ⑤ ⑦ 
東京湾li担台第二 石工 燦瓦工 泥工 {蛸n夫 大工 本;免 鍛工
海銀内水議待iFfr 1901/4/1 
麟 1機工人錦織鰍 0.75-) 0.8-0.9 0.6-0.9 0.6-0.8 むら-0.80.6-0.8 。白6-0噂75
東京湾砲台慾築用 石工 煉瓦工 泥工 鍛工 火夫 大工 木;免
1905/4/1 機工人夫供給務負 0.6-1 0.6-0.9 0.6-む90.5-0.8 0.5-0.8 0.5-0.8 0.5-0.8 
JtコA 煉瓦工 プリキ工屋根工 瓦工 石工 j静水夫 大工
1910/4/1 
i鍛工人夫の{j附験 0.94-1.2 0.82-1.1 O.82-1. O.32-1.1 Q.8-1.1 0.75-1. 0.82-1 
東京湾砲台建築防 先1瓦工 大工
瓦工 荷台大工 おl工 ill!.T ブリキ工
1914/4/1 曜を工人夫供給税負 0.9-1.3 0.85-1.2 O.お-1.20.85-1.2 0.8-1.2 0.8-1.2 0.8-1.2 
東京湾要望匡総合 J:ll!瓦工 木挽 鍛工 原被笈工総錨水夫腕征夫 石工
建築に使役する 1919/4/1 




























③ ① ⑮ @ @ ⑬ ⑬ @ ⑬ @ 
工夫 火炎 紛持 男人夫 水夫 1;(人夫
0.5-0.7 0.5-0.7 10.5-0.6 0.4-0.48 0.4-0.48 0.2-0.26 
工夫 潜水夫 給十字 工夫見沼 7]<:.1ミ 人夫 女人夫
0.5-0.8 0.5-0.75 0.5-0.6 0.45-0.5 0.4-0.48 0.4-0.48 0.2-0.3 
船大工 本J免 iJeT 鍛工 Ji腹~1T.夫 工夫 火夫 水夫 人夫 女人夫
0.82-1 0.75-1.05 0.75-1 0.7-) 0.68-0.8 0.6-0.8 0.55-0.75 0.48、O必 0.5-0.6 0.27-0.3 
屋根葺工 木挽 潜水夫 鍛工 世話役工夫 工夫 火当ミ 人当ミ 水夫 女人夫
0.8-1.2 0.75-1.2 0.75-1.2 0.7-1.2 0.7-] 0.6-0.骨0.55-0.9 0.5-0.7 0.5-0.65 0.3-0.35 
船大工 大工 i尼工 プリキ工 潜水夫 工夫 火炎 水夫 人夫 女工夫





























































































































































年次 月日 内容 総額'?j-
大筒f鈴鉄砲御手宮古場 認津村百姓代 2名ι 総立真
文化 5118081 6 の銃声による漁場被 4名:t::t2名
答
明治1611883 4 15 
冗洲砲台敷地内での
漁民5:t.傘戸長網干







7斉津町第一~五IRl乏;管大正 1011921 419 曳網漁業と漁民の/1j津田Tl歪
人




1l{3%1 311928 1114 
第二海鐙第一区制 ~ft 滋ilt漁業組合理事
での潜水器使用
昭和 3119281 7 復ì~lt洲先i零の復!日 篠 i~t漁業組合
































千葉県今 6 )~ 13日に千葉県絞首3で険哲より鋭、可
千1露県令 17年 1)ヲ9E1に子議lぶ経r:tlで健司王ざおより認可ー
東京湾婆 監守へ人数報告，海Jj支援織の j~1後等の怒約撃事も JJJ!: IH
畿司令官
4 H12日にf1.2.TIT. あわせて 4 月初日には誇II~~日常z危険iI寺の赤松を掲げ
陸軍技術 である問の立入談Jt.や:1也曳漁業者・海苔採取者 容非の常欝時約の千み与のを立入
本部長 認可，森林や'J~'・ illt物付近への立入談止といった 11-1~'l= O)~~Jr!l': i-.際:1jí技術本部I:!受八代建政;邸Iti[J及漁li長文肉~I) . i塁手間l長佐久間術創tと
ともに作!求
IRJ?:i吟w大音壁災の影響のため 5FJ23釘には組1擦も提出悠司令官
昭和 3ijo1)11日-12月31日までの i年間分。 12月 IEIに










































繰網， タイコンボウ漁， タタキ網，藻流網の， 11
種類の沖合にて船上で、操業する網漁が存在してい


















揚繰*1時 枠j長2501間，丈45間，網目 fl~~ 1尺に付14目ないし10目
六人制司 網長150悶丈30向，網目鯨 l尺に什14自より 10自，桐アパ鉛岩を付す
ノ、チ夕、、溺司 網長2511:¥1.巾25間，船2綾，人夫16人乗，綱iヨl尺に付14自，但し網目30目を用いるはとシ
コ・ハチダに限る
三般りj主 綱長501iJ， '-140 I~~ ，桐アパ100枚を付て，漁夫30人
丈長調司
綱長101m.縦 7尺，網5張を水中に沈ませ，木製アパ長2寸 土岩を用いる.網目 l尺へ14
自より20自に限る
コロパシ網




2人乗ないし 4人乗まで.網 l反に付14問より30聞に至る，丈2尺5寸より 1尺5寸まで，
30反より200反まで l娘の使用とす 但し網大小季節により用いる
if:¥t夫2人乗より 4人乗に至る.*1司巾 61t日丈8尺を用い，網30尋より200尋に至る，網目は鯨
手繰網 l尺に付9つ目より25目を用い，袋長さ 3開巾 2間半，小袋長さ 5尺，巾2尺5寸，両脇に
l本づっ付，昼夜に限らず風IWtをも使用す
中!日船
船1般に付2人乗ないし 4人乗まで. 1鉢70尋より300尋まで. 1尺より15尋までの間に釣針
1本ずつを付し使用す
タイコンボ 綱長7問.丈161iJ.袖15尋.網目鯨 1尺に付10目より 8つ目まで，桐アパ及土岩を用いる，
ウ泊、 綱長250尋より500尋までにて，木ぶりを付て用いる，但し根上及び平引の業をなすべからず
タタキ手間 長20間. rl10間，網目鯨 l尺に付10目を用いる，木アパを付悼にて海中をたたき魚を捕る
i集流網 和司自向iU 尺に付-20 目より 301~1 にしてIJ、ß.J， を取る
地引制司
長301Hj.丈51Jlないし 71i司，網目 8つ目ないし14目，袋尻網目18目，袋長さ 9問，歩行にて
曳く.船3般を用いる
i替*r.討采ffi!漁 Jij合1般人夫7人にて潜水器を用いる(;魚、期 10月 l日-4月30日)
(r富津漁業組合資料j所収「慣行水面専用漁業免許願書」をもとに作成)
- 22-


























り， 8 ~ 9月が最盛期となっていた。船や漁具と









































13， 100貫， 5 f立がアサリ漁業とニナ漁業の5，000










漁法名 漁具 漁具数 漁船数
漁業 最近5ヶ年の漁獲両(賞)
者数 大正12年大正13年大正14年昭和7じ年昭和2年
磯繰網漁業 手繰網 116張 116 208 48，000 44，000 41，000 46，000 40，000 
藻縦網漁業 小網 120張 4 12 100 100 75 50 100 
セイゴ刺網漁業 刺網(丈長) 44張 22 66 550 500 550 450 580 
カレイころばし網漁業 ころばし網 1755長 35 105 13，100 16，800 22，000 7，200 13，000 
クロダイ延縄漁業 延縄 900個 69 238 3，200 3，000 7，250 2，250 2，100 
コチ延縄漁業 延縄 900個 69 238 3，500 4，500 4，750 2，500 2，750 
カレイ延縄漁業 延縄 900憾 69 138 3，500 5，200 6，500 2，200 3，600 
スズキ延縄漁業 延キr[ 90ilm 69 138 1，200 700 800 900 800 
コチ一本純釣業 釣針 292本 77 146 3，100 4，300 4，400 3，000 2，700 
カレイ一本縄釣業 釣針 292本 77 146 3，500 5，200 7，000 2，200 3，600 
スズキ一本縄釣業 釣針 292本 77 146 1，200 700 800 900 900 
ナマコ漁業 手繰網 50張 50 75 300 1，200 
カキ漁業 270挺・10挺 270 500 350 500 750 750 
アサリ漁業 手万鍬・捲 270 5，000 8，000 8，000 1，200 2，000 
バカガイ漁業 ノくカガイ捲 200挺 270 1，300 2，600 
サルボウ漁業 手万鍬 270挺 270 400 600 600 1，000 400 
ミルクイ漁業 潜水器 4台 4 40 30，000 7，000 3，400 3，500 
タイラギj魚、業 潜水器 4台 4 40 65，000 9，000 5，000 10，100 
サザエ漁業 手繰網 1165長 116 208 1，000 1，000 1，000 1，000 830 
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6 )①双木後介・藤野 期 (2009):箪港都市横須賀の形
成と土地所有の変遷一横須賀下IlT地区を事例に一，
歴史地理学野外研究. 13. 1 ~23. ①双木俊介
(2010) :軍港都市横須賀における商工業の展開と「御
用商人Jの活動一横須賀下町地区を中心として一，
歴史地理学野タ同f究. 14. 55~800 
7)東京湾第三海壁建設史干iJ行委員会編 (2005): r東京
湾第三海壁建設史1 自本港湾協会。















18)外1 操編 (1981): n珪海軍将官人事総覧l陸軍
篇，芙蓉書房。
19)外1 操編 (1981): r陸海軍将官人事総覧1海軍
篇，芙蓉書房。
20) 2点とも横須賀市自然・人文博物館所蔵。



















































表第2田(大正 5年)J 0 
40)丸川久俊 (1924):富津地先たいらぎ調査，前掲34)
②. 167~193o 
41)前掲34)③。
42)なお，富津漁民の器械潜水夫としての海壁建設工
事への従事の解釈をめぐって，軍が淘:壁建設工事
へ器械潜水技術を持ち現場近郊に居住する富i宇治、
- 29-
民を強制的に誘導したのか，富津漁民が自身の器
械潜水技街を活用して休漁期jの就業先の一選択と
してj骨量建設工事へ従事したのか，すなわち富津
漁民は草の制約を受けたのか軍の恩恵を利用した
- 30-
のかについて，明確な因果関係を把握できる資料
を得ること ができなかった。この点については今
後の検討課題としたい。
